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第 1 章 緒論 
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技術リテラシー（ Technological Literacy）は， ITEA(International Technology 
Education Association，2011年に International Technology and Engineering Educators 
Associationに改名，以下，ITEA/ITEEA)が 2000年に刊行した Standards for Technological 
Literacy(以下，STL)の中で提唱した概念である 3)。この概念は，STLの刊行まで行われたプ





















































経済協力開発機構 OECDの指標「Education at Glance 2011」によると，9～11歳児(小学
















































品を産出する活動様式であるとしている 16）。一方，ITEA/ITEEAの STL では，人間は，長い
年月をかけて，生活を豊かに，便利にするため，環境に働きかけ，問題を解決してきたとし，
人間のニーズに応じて製品を創造，開発，製造，構築することを「製作」として，ものをつ






























とを示唆している 18)。さらに，「最近 30 年間以上にわたって，多くの国々において，技術
における設計に関する教育は，学校でのカリキュラムの周辺的な位置づけから，その中心的
な位置づけへと動いてきている。技術的な設計は，実践的で現実的な問題解決の方法を含ん


























































図 1-1 デザインプロセスモデル 











































































































































































































































































































































































































































第 2章では，小学校 5 年生～中学校 3年生（以下，小 5～中 3）の児童・生徒を対象と 
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調査対象は，表 2-1に示すように，H県下の公立小学校 3校の 5年生（以下，小 5）303
名，6年生（以下，小 6）298名，公立中学校 2校の 1年生（以下，中 1）372名，2年生
（以下，中 2）329名，3年生（以下，中 3）322名の計 1,624名である。有効回答数は
1,494名，有効回答率は 92.0%であった。調査は 2010 年 10月～ 2011年 2月に実施した。
なお，調査対象の小学校各校の在籍人数と図工科で実施されていたものづくり題材を表 2-















表 2-1 調査対象 
男子 女子 全体 有効回答率
調査対象 160 143 303
有効回答 144 132 276
調査対象 146 152 298
有効回答 138 146 284
調査対象 181 191 372
有効回答 155 173 328
調査対象 172 157 329
有効回答 155 143 298
調査対象 144 178 322















































































































      による保守点検等
題材：コンピュータと情報処理，計測
　　　制御等

















図 2-1 調査票 












小 5で 61.6%だったものが，中 1では 40.5%，中 3では 32.1%にまで低下した。このことか
ら，ものづくりに対する意欲は，総じて高いものの，学年の進行に応じて次第に減衰する


















好嫌意識，得意・不得意意識の平均値の推移及び Tukey 法による多重比較の結果を図 2-2に 
表 2-4 小 5～中 3の児童・生徒における製作希望物の有無の推移 
小5 小6 中1 中2 中3 全体
男子 頻度 86 43 67 54 49 299
割合 59.7% 31.2% 43.2% 34.8% 35.0% 40.8%
女子 頻度 84 71 66 46 50 317
割合 63.6% 48.6% 38.2% 32.2% 29.8% 41.6%
全体 頻度 170 114 133 100 99 616
割合 61.6% 40.1% 40.5% 33.6% 32.1% 41.2%
第 2 章 児童・生徒のものづくりに対する意識の変化と構想設計・製作意欲の形成に対する学習適時性の探索的検討 
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び Tukey 法による多重比較の結果を図 2-3 に示す。これらの項目では，平均値が低下する
























































図 2-2 男女の意識が小中学校で逆転するパターン 
 ＊＊p<0.01 ＊p<0.05 ＊＊p<0.01 
表 2-5 小 5～中 3の児童・生徒におけるものづくりに対する意識の推移 
学年の主効果 性別の主効果 交互作用
①好嫌意識 F (4,1484)=16.17 ** F (1,1484)=1.11 ns F (4,1484)=7.32 **
②得意・不得意意識 F (4,1484)=22.26 ** F (1,1484)=7.46 ** F (4,1484)=11.22 **
③上達意欲 F (4,1484)=10.39 ** F (1,1484)=7.99 ** F (4,1484)=5.24 **
④材料興味 F (4,1484)=26.84 ** F (1,1484)=18.72 ** F (4,1484)=7.01 **
⑤道具興味 F (4,1484)=34.47 ** F (1,1484)=53.05 ** F (4,1484)=5.22 **
⑥工夫志向 F (4,1484)=27.77 ** F (1,1484)=0.40 ns F (4,1484)=6.56 **
⑦構想設計・製作意欲 F (4,1484)=33.25 ** F (1,1484)=0.22 ns F (4,1484)=4.79 **
** p <0.01

















料興味，道具興味の平均値の推移及び Tukey法による多重比較の結果を図 2-4に示す。こ 
れらの項目では，小学校ではあまり男女差がないが，中学校になると女子が大きく減衰した。 
これらのことから，男女共に小 6～中 1の時期にものづくりに対する意識の低下が生じや 
すい傾向が示唆された。しかし，低下する時期については，男女間に傾向が異なり，男子で


























































図 2-3 男女間で平均値が低下する時期に差異が見られるパターン 
＊p<0.05 ＊＊p<0.01  ＊＊p<0.01  ＊＊p<0.01 
構想設計・製作意欲 

































表 2-6 構想設計・製作意欲に対する道具興味，材料興味，工夫志向の影響力 
に関する重回帰分析 
小5 0.58 F (3,272)=45.23 ** 1.34～2.12
小6 0.63 F (3,280)=60.42 ** 1.24～1.82
中1 0.66 F (3,324)=81.59 ** 1.41～2.22
中2 0.70 F (3,294)=93.67 ** 1.39～2.19
中3 0.70 F (3,304)=94.91 ** 1.54～2.40
** p <0.01
回帰式の有意性 ＶＩＦ重相関係数（Ｒ）



































＊p<0.05 ＊＊p<0.01 ＊p<0.05 ＊＊p<0.01 
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調査対象は，H県下公立学校の中１，男子 55名，女子 43名，合計 98名である。有効回



















表 3-1 調査対象 
 調査対象 有効回答 有効回答率(%) 
男子 55 47 85.5 
女子 43 37 86.0 
全体 98 84 85.7 
 





















のとした。その際，参考として CD の寸法を示した上で，「①机の上において使う，②CD が
10 枚以上入る，③自分で作れる」の 3 点を初期構想の条件とした。この調査の回答時間は























４．とてもそうだ（とてもある） ３．少しそうだ（少しある） ２．あまりそうでない（あまりない） １．まったくそうでない（ぜんぜんない） 
 
①何かものをつくることが好きなほうですか?                ４ － ３ － ２ － １ 
 
②何かものをつくることが得意なほうですか？                ４ － ３ － ２ － １ 
 
③これから自分でじょうずにものがつくれるようになりたいと思いますか？   ４ － ３ － ２ － １ 
 
④ものづくりで使用するいろいろな材料の性質に興味がありますか?      ４ － ３ － ２ － １ 
 
⑤何かものをつくる時に，いろいろ工夫することが楽しいと思うほうですか?  ４ － ３ － ２ － １ 
 
⑥自分でつくりたいものの形やつくり方を考えてつくってみたいと思いますか？ ４ － ３ － ２ － １ 
 
⑦あなたはこれまで，木の板や棒などでものをつくったことがありますか？   ４ － ３ － ２ － １ 
 
⑧あなたはこれまで，つくりたいものの形やつくりかたを自分で考えてつくった 
ことがありますか？                            ４ － ３ － ２ － １ 
図 3-1 調査票 






















6項目と同じ 6観点で 4段階による評価を行った(以下，教員による評価)。 
評価は，事前に準備した教員用の評価基準（以下，教員用評価基準）を用い，教職経験 20









図 3-2 初期構想スケッチ課題 
ものづくりについての調査 
 











①机の上において使う。 ②ＣＤが１０枚以上入る ③自分でつくれる。 
の条件で考えてください。 
 



























（４．とても考えた ３．まあまあ考えた ２．少し考えた １．考えていない） 
大きさ，サイズ ４ － ３ － ２ － １ 
かたち，かっこうよさ，おもしろさ ４ － ３ － ２ － １ 
材料の種類，特徴 ４ － ３ － ２ － １ 
材料の切りかた，けずりかた，つなぎかた ４ － ３ － ２ － １ 
ＣＤのいれかた，入る数，使いやすさ ４ － ３ － ２ － １ 







































表 3-2 教員用評価基準 
観点 得点 基準 
①寸法 
3 点 実態に合った寸法表記ができている。 
2 点 外形を示す 3 ヶ所以上の寸法表記がある。 
1 点 1～2 ヶ所の寸法表記がある，寸法がおよそ推察で
きる。 
0 点 寸法表記がない，寸法がまったく予測できない。 
②意匠 
3 点 意匠をよく考えかいている。 
2 点 一般的な意匠でかかれている。 
1 点 一般的な意匠でかいているが図法が不十分であ
る。 
0 点 形を表せていない (立方体だけなども含む) 。 
③材料 
3 点 目的にあった材質を採用しそれを表記している。 
2 点 材質を表記している。 
1 点 材質を予測できる図になっている。 










3 点 使用条件・目的にあった機能を表した図である。 
2 点 いくつかの使用条件・目的にあった機能を表した
図である。 
1 点 CD を入れることができる形状である。 






1 点 構造を判別できるが図法が不十分である。 
0 点 構造が判別できない図である。 
 

































意匠 2 点 
表 3-3 事前調査結果 
項目 
 男子 女子 
t 検定 
 全体 
 (n = 47) (n = 37)  (N=84) 
①好嫌意識 
平均 3.30 3.32 
t(82) =0.15  
3.31 
S.D. 0.78 0.78 0.78 
②得意・不得意意
識 
平均 2.45 2.46 
t(82) =0.06  
2.45 
S.D. 0.85 0.99 0.91 
③上達意欲 
平均 3.60 3.62 
t(82) =0.17  
3.61 
S.D. 0.65 0.72 0.68 
④材料興味 
平均 2.51 2.49 
t(82) =0.13  
2.50 
S.D. 0.88 0.87 0.87 
⑤工夫志向 
平均 3.09 3.35 
t(82) =1.46  
3.20 
S.D. 0.86 0.79 0.83 
⑥設計・製作意欲 
平均 2.89 3.35 
t(82) =2.64 ** 
3.10 
S.D. 0.81 0.75 0.82 
⑦木材加工経験 
平均 3.09 3.11 
t(82) =0.13  
3.10 
S.D. 0.78 0.91 0.83 
⑧創意工夫経験 
平均 2.15 2.14 
t(82) =0.06  
2.14 
S.D. 1.00 1.11 1.04 
** p<0.01       
 
図 3-3 生徒の描画例と教員による評価の結果 
機能 3 点 
材料 0 点 
構造 1 点 
加工法 1 点 
寸法 2 点 
意匠 2 点 


































 男子 女子 
t 検定 
 全体 
 (n = 47) (n = 37)  (N=84) 
寸法 
平均 1.21 1.46 
t(82) =1.40  
1.32 
S.D. 0.81 0.80 0.81 
意匠 
平均 1.47 1.92 
t(82) =2.35 * 
1.67 
S.D. 0.95 0.76 0.90 
材料 
平均 0.91 1.19 
t(82) =1.58  
1.04 
S.D. 0.75 0.84 0.80 
加工法 
平均 0.70 0.92 
t(82) =1.31  
0.80 
S.D. 0.81 0.68 0.76 
機能 
平均 1.28 1.59 
t(82) =1.88 * 
1.42 
S.D. 0.71 0.83 0.78 
構造 
平均 0.72 1.00 
t(82) =1.73 * 
0.85 
S.D. 0.74 0.71 0.74 
* p<0.05       
 
表 3-4 教員による評価の結果 
表 3-5 自己評価の結果 
項目 
 男子 女子 
t 検定 
 全体 
 (n = 47) (n = 37)  (N=84) 
寸法 
平均 3.00 3.16 
t(82) =0.92  
3.07 
S.D. 0.78 0.83 0.80 
意匠 
平均 2.30 2.73 
t(82) =2.05 * 
2.49 
S.D. 0.91 1.02 0.98 
材料 
平均 2.02 2.35 
t(82) =1.49  
2.17 
S.D. 0.94 1.09 1.02 
加工法 
平均 2.15 2.16 
t(82) =0.06  
2.15 
S.D. 0.91 1.09 0.99 
機能 
平均 3.06 3.16 
t(82) =0.50  
3.11 
S.D. 0.84 0.96 0.89 
構造 
平均 2.28 2.24 
t(82) =0.16  
2.26 
S.D. 0.93 1.04 0.97 
* p<0.05       
 






































図 3-4 教員による評価，自己評価の各得点を用いたクラスタ分析(Ward 法) 
表 3-6 各群の教員による評価得点 
観点 
 Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 
 (n = 30) (n = 31) (n = 23) 
寸法 
平均 1.67 1.45 0.70 
S.D. 0.80 0.68 0.63 
意匠 
平均 2.30 1.77 0.70 
S.D. 0.60 0.62 0.70 
材料 
平均 1.63 1.13 0.13 
S.D. 0.72 0.43 0.34 
加工法 
平均 1.27 0.94 0.00 
S.D. 0.69 0.63 0.00 
機能 
平均 1.67 1.68 0.74 
S.D. 0.80 0.60 0.54 
構造 
平均 1.33 0.97 0.04 
S.D. 0.61 0.60 0.21 
 

































表 3-8 群間における平均値の比較(意識) 
項目 
 Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 
 (n = 30) (n = 31) (n = 23) 
①好嫌意識 
平均 3.53 3.10 3.30 
S.D. 0.67 0.86 0.69 
②得意・不得意意識 
平均 2.70 2.19 2.48 
S.D. 0.78 1.03 0.77 
③上達意欲 
平均 3.73 3.58 3.48 
S.D. 0.51 0.79 0.65 
④材料興味 
平均 2.80 2.10 2.65 
S.D. 0.91 0.73 0.76 
⑤工夫志向 
平均 3.40 3.13 3.04 
S.D. 0.80 0.87 0.75 
⑥設計・製作意欲 
平均 3.43 2.94 2.87 
S.D. 0.76 0.80 0.74 
⑦木材加工経験 
平均 3.27 3.19 2.74 
S.D. 0.77 0.86 0.74 
⑧創意工夫経験 
平均 2.50 2.06 1.78 
S.D. 1.15 0.98 0.78 
 
表 3-7 各群の自己評価得点 
観点 
 Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 
 (n = 30) (n = 31) (n = 23) 
寸法 
平均 3.20 3.00 3.00 
S.D. 0.92 0.73 0.74 
意匠 
平均 3.23 2.00 2.17 
S.D. 0.82 0.86 0.72 
材料 
平均 3.07 1.68 1.65 
S.D. 0.83 0.83 0.57 
加工法 
平均 2.87 1.74 1.78 
S.D. 0.97 0.82 0.67 
機能 
平均 3.23 3.19 2.83 
S.D. 0.86 0.91 0.89 
構造 
平均 2.60 2.13 2.00 
S.D. 1.00 0.81 1.04 
 

































図 3-5 「論理的構成型」の事例 
表 3-9 群間の平均値に対する一元配置分散分析 
項目 LSD法による多重比較
①好嫌意識 F (2,81) =2.50 ns
②得意・不得意意識 F (2,81) =2.45 ns
③上達意欲 F (2,81) =0.96 ns
④材料興味 F (2,81) =6.12 ** Ⅰ=Ⅲ>Ⅱ
⑤工夫志向 F (2,81) =1.40 ns
⑥構想設計・製作意欲 F (2,81) =4.38 * Ⅰ>Ⅱ=Ⅲ
⑦木材加工経験 F (2,81) =3.12 * Ⅰ=Ⅱ>Ⅲ
⑧創意工夫経験 F (2,81) =3.40 * Ⅰ>Ⅱ=Ⅲ
 * p <0.05 ** p <0.01
一元配置分散分析

































図 3-6 「経験依存型」の事例 
































図 3-7 「イメージ先行型」の事例 
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調査対象は，H県下公立小学校の小 5，157名,小 6，161名，中 1，158名，中 2，146
名，中 3，171名，計 793名とした。このうち，小学生は図工科履修中であったが，設計
を含むものづくり学習は履修していなかった。中学生は，材料加工学習履修前の中 1，98
名(以下，履修前・中 1)，材料加工学習履修中の中 1，60名と中 2，91名(以下，履修中・
中 1-2)，材料加工学習履修後の中 2，55名，中 3，171名(以下，履修後・中 2-3)であっ














いる漢字を小 5レベルのものとした。回答後の自己評価も第 3章で使用したものと同じ項 
表 4-1 調査対象 
男子 女子 合計 有効回答率
調査対象 79 78 157
有効回答 75 75 150
調査対象 78 83 161
有効回答 73 77 150
調査対象 55 43 98
有効回答 47 37 84
調査対象 76 75 151
有効回答 67 65 132
調査対象 106 120 226
有効回答 56 105 161
調査対象 394 399 793













































能，構造の 6観点を 4件法で自己評価させた。また， 教員による評価も第 3章と同様の
ものづくりについてのちょうさ 
 











































（４．とてもかんがえた ３．まあまあかんがえた ２．すこしかんがえた １．かんがえていない） 
大きさ，サイズ ４ － ３ － ２ － １ 
形，かっこうよさ，おもしろさ ４ － ３ － ２ － １ 
ざいりょうのしゅるい，とくちょう ４ － ３ － ２ － １ 
ざいりょうの切り方，けずり方，つなぎ方 ４ － ３ － ２ － １ 
ＣＤの入れ方，入るすう，つかいやすさ ４ － ３ － ２ － １ 






図 4-1 小学生用初期構想スケッチ課題 































































全ての項目で学年の主効果が有意であった。Tukey 法による多重比較の結果を表 4-4 に示
す。また，各評価得点の平均値を表 4-5に示す。自己評価では，「材料」，「加工法」，「構造」
の項目で評価得点が小 5から履修前・中 1に向けて減衰した後，履修後・中 2-3で回復する
V 字傾向が示された。教員による評価では「材料」，「加工法」の評価得点が自己評価と同様
に履修前・中 1 で減衰する V 字傾向を示した。一方，教員による評価の「寸法」，「意匠」，
「機能」得点は履修後・中 2-3で緩やかに上昇した。また，小 5～履修前・中 1で低かった 
表 4-3 材料の選択状況 
頻度 29 8 4 71 14 24
割合 19.3% 5.3% 2.7% 47.3% 9.3% 16.0%
頻度 28 2 1 87 9 23
割合 18.7% 1.3% 0.7% 58.0% 6.0% 15.3%
頻度 4 10 0 37 2 31
割合 4.8% 11.9% 0.0% 44.0% 2.4% 36.9%
頻度 2 0 0 72 2 56
割合 1.5% 0.0% 0.0% 54.5% 1.5% 42.4%
頻度 5 3 0 99 23 31
割合 3.1% 1.9% 0.0% 61.5% 14.3% 19.3%
頻度 68 23 5 366 50 165























































表 4-5 各評価得点の平均値 
自己評価 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
小5 3.18 2.75 2.87 2.57 3.33 2.98
小6 3.10 2.63 2.52 2.29 3.18 2.63
履修前・中1 3.07 2.49 2.17 2.15 3.11 2.26
履修中・中1-2 3.03 2.43 2.26 2.29 3.21 2.65
履修後・中2-3 3.08 2.68 2.65 2.35 3.34 2.83




















































教員による評価 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
小5 1.15 1.49 1.71 1.08 1.34 0.82
小6 1.46 1.48 1.81 1.31 1.29 0.98
履修前・中1 1.32 1.67 1.04 0.80 1.42 0.85
履修中・中1-2 1.42 1.57 1.59 1.26 1.31 1.45
履修後・中2-3 1.47 1.77 1.82 1.34 1.56 1.37











5 及び，履修中，履修後の中学生の 3群は 2クラスタに分類された。また，小 6と履修前・









































































価平均値を自己評価全体及び教員による評価全体の平均値と比較した（表 4-7）。表 4-7で 
は，全体の平均値以上であれば H，全体の平均値未満であれば L として表している。なお，
ここでは，平均値とほぼ同程度の水準にあるものも含めて，Hまたは Lのいずれかに振り分
けた。その結果，自己評価 H，教員による評価 H（以下，H-H），自己評価 L ，教員による評
価 H（以下 L-H），自己評価 L ，教員による評価 L（以下 L-L），自己評価 H，教員による評価
L（以下 H-L）の 4タイプに分けられた。 
表 4-6 各クラスタの規模，評価得点の平均値 
寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
クラスタA 78 52.0% 2.92 2.13 2.37 2.06 3.09 2.44 1.19 1.24 1.85 1.21 1.24 0.87
クラスタB 72 48.0% 3.46 3.42 3.40 3.11 3.60 3.57 1.11 1.75 1.57 0.94 1.44 0.76
寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
クラスタA 68 45.3% 3.15 2.59 2.28 2.25 3.06 2.97 1.47 1.38 1.91 1.43 1.35 1.01
クラスタB 33 22.0% 2.52 1.67 1.67 1.64 2.70 1.45 1.09 0.85 1.24 0.88 0.85 0.67
クラスタC 49 32.7% 3.43 3.33 3.43 2.80 3.67 2.94 1.69 2.04 2.06 1.43 1.49 1.14
寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
クラスタA 23 27.4% 3.00 2.17 1.65 1.78 2.83 2.00 0.70 0.70 0.13 0.00 0.74 0.04
クラスタB 31 36.9% 3.00 2.00 1.68 1.74 3.19 2.13 1.45 1.77 1.13 0.94 1.68 0.97
クラスタC 30 35.7% 3.20 3.23 3.07 2.87 3.23 2.60 1.67 2.30 1.63 1.27 1.67 1.33
寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
クラスタA 49 37.1% 3.51 3.22 3.27 3.18 3.55 3.37 1.31 1.67 1.67 1.22 1.33 1.55
クラスタB 83 62.9% 2.75 1.96 1.66 1.76 3.01 2.23 1.49 1.51 1.54 1.28 1.30 1.40
寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造 寸法 意匠 材料 加工法 機能 構造
クラスタA 80 49.7% 2.80 2.06 2.20 1.69 2.99 2.29 1.38 1.51 1.73 1.13 1.40 1.19




















表 4-7 各クラスタの特徴 
自己評価平均 H-L 教員による評価平均 H-L
クラスタA 2.50 L 1.27 L
クラスタB 3.43 H 1.26 L
クラスタA 2.72 L 1.43 H
クラスタB 1.94 L 0.93 L
クラスタC 3.27 H 1.64 H
クラスタA 2.24 L 0.38 L
クラスタB 2.29 L 1.32 H
クラスタC 3.03 H 1.64 H
クラスタA 3.35 H 1.46 H
クラスタB 2.23 L 1.42 H
クラスタA 2.34 L 1.39 H
クラスタB 3.30 H 1.72 H








































図 4-3 「空想型」の事例（小 5男子） 

































図 4-4 「イメージ先行型」の事例（小 6女子） 
図 4-5 「経験依存型」の事例（履修中・中 1女子） 
第 4 章 児童・生徒の発達段階における構想設計学習のレディネスとしての初期構想力の推移 
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これらのタイプの構成比率を図 4-7 に示す。小 5 では「空想型」は 48.0%，「イメージ先











図 4-6 「論理的構成型」の事例（履修後・中 3女子） 








































































1)初期構想スケッチ課題に対する自己評価の平均値は，小 5 から履修前・中 1 に向けて減












第 5 章 小中連携を意図したものづくり学習における学習活動のフレームワークと題材設定方略の構成 
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要素 1 児童に生活や社会を支える技術を理解させること。 
要素 2 児童に生活や社会を支える技術を評価し，管理する力を身に付けさせること。 
要素 3 児童に技術を利用した工夫の体験を行わせること。 
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要素 4 児童に様々な道具を使用させる体験を与えること。 
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考えられる。したがって，抽出された工夫体験 3項目，材料体験 3項目，道具体験 3項目
を，フレームワークを精緻化するための下位カテゴリとして利用することにする。 







































































































表 5-2 フレームワークと題材 Type1～Type3の関連 







4）様々な道具を使用させる体験 ○ ◎ △






1）生活や社会を支える技術の理解 ○ ○ ◎
2）生活や社会を支える技術の評価，管理 ○ ○ ◎











































図 5-1 題材 Type1～Type3の展開イメージ 























7月 31日（火）第 1 回教科研究委員会（於 N会館，委嘱式等）  
10月 9日（火）第 1回図工・技術部会（於 N小学校） 
11月 5日（月）第 2回図工・技術部会（於 K中学校） 
11月 14日（水）第 3 回図工・技術部会（於 H中学校） 
11月 28日（水）第 4 回図工・技術部会（於 Nギャラリー，小学校図工展参観） 
2月 5日（火）第 5回図工・技術部会（於 T中学校） 
3月 1日（金）第 2回教科研究委員会（於 N会館，2012年度の研究報告会） 
2013年度 
5月 30日（木）第 1回教科研究委員会（於 S教育センター，委嘱式等） 
8月 8日（木）第 1回図工・技術部会（於 S教育センター） 
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8月 28日（水）第 2回図工・技術部会（於 T中学校）  
2月 6日（木）第 3回教科部会（於 H小学校，公開授業及び意見交流） 
2月 21日（金）第 2回教科研究委員会（於 S教育センター，2013年度の研究報告会） 
2014年度 
5月 29日（木）第 1回教科研究委員会（於 S教育センター, 委嘱式等） 
7月 24日（木）第 1回図工・技術部会（於 K中学校） 
9月 12日（金）第 2回図工・技術部会（於 H中学校，公開授業及び意見交流） 
10 月 7 日（火）第 3回図工・技術部会（於 D小学校，公開授業及び意見交流） 
12月 12日（金）第 4回図工・技術部会（於 O中学校，公開授業及び意見交流） 
3月 5日（木）全市公開授業（於 H小学校，Type1の授業実践） 
2015年度 
5月 28日（木）第 1回教科研究委員会（於 S教育センター, 委嘱式等） 
7月 23日（木）第 2回教科研究委員会（於 S会館,研究報告会） 
8月 20日（木）第 1回図工・技術部会（於 K中学校） 
12 月 24日（木）第 2回図工・技術部会（於 K中学校） 
2月 8日（月）第 3回図工・技術部会（於 D小学校） 
2月 22日（月）第 4回図工・技術部会（於 H小学校） 
2月 23日（火）全市公開授業（於 H小学校，Type2 の授業実践） 
3月 1日（火）全市公開授業（於 D小学校，Type3の授業実践） 
4.2 アクション・リサーチの経緯 
4.2.1 図工・技術部会の発足 
 2012 年 7月 31日に第 1回の教科研究委員会が開催され，委嘱式が行われた。初年度 2012
年の図工・技術部会の構成員は，図工科担当教員（以下，図工科委員）3名，技術科担当教
員（以下，技術科委員）3 名（筆者含む）の合計 6 名で発足した。翌 2013 年度は図工科委
員が 2名となり，合計 5名で研究を行い，翌 2014年度は図工科の委員が 1名交代した。最
終年度 2015年は図工科委員 2名，技術科委員 3名の合計 5名であった。 
4.2.2 研究の方向性の検討と連携のための議論 
 2012 年 10 月 9 日に第 1 回の図工・技術部会が開催された。その際，まず筆者より，図
工・技術部会での研究は，第 1章において述べた図工科と技術科の連携の必要性を説明し，
研究の方向性を提案することから始めた。他の技術科委員はこの連携の必要性は理解して

































































①図工科の公開授業（2014 年 2月 6日，2014年 10月 7日） 

































図 5-2 児童の作業の様子 
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図 5-3 生徒の作業の様子 

















ーアート」を題材 Type2，「ダンボールの造形作品」を題材 Type3 に適応し，それぞれの題
材を順次開発することとした。 
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時の裏面の構造を図 6-2に，スタンド折り畳み時の裏面の構造を図 6-3に示す。図 6-2，
6-3に示すとおり，スタンド使用時は，輪ゴムによりスタンドを引っ張らせ，自然にスタンドが 
閉まらないようにした。逆にスタンド収納時（折り畳み時）はスタンドが伝言板本体裏面にしっかりと 

































図 6-1 壁掛け時の伝言板（児童作品） 
図 6-2 スタンド使用時の裏面の構造 
図 6-3 スタンド折り畳み時の裏面の構造 
























     ①デザイン（2ｈ） 
     ②本体の加工（2ｈ） 
     ③着色（2ｈ） 
     ④スタンドの製作（4ｈ）…本実践 
（3）作品の交流（1ｈ） 
授業の展開は次の通りである。授業は実践校の図画工作科の 4単位時間（1単位時間 40分，
第 1週 2単位時間，第 2週 2単位時間）で行った。 
-第 1時- 
 伝言板に対する機能性の追加，スタンド設計上の工夫と製作について。 































































3.  実践の結果と考察 
3.1 実践前の児童の実態 
 事前調査の結果，「自分で考えて何かものをつくることは，好きですか?」の質問に対
「ものづくり」 についてのアンケート    6年   組   男子・女子 （どちらかに○印）   
 
名前                       
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④ ③ ② ①
図 6-4 質問紙（事前調査） 
図 6-5 質問紙（事後調査） 
「ものづくり」 についてのアンケート    6年   組   男子・女子 （どちらかに○印）   
 
名前                       
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表 6-1 ものづくりに関する既有経験の状況 
学年 題材名 主な使用材料 主な使用工具
3年 トントンサクサク木の名人 板材，釘 のこぎり，金づち，くぎ抜き
4年 コリントゲーム 板材，釘 金づち，くぎ抜き






































図 6-6 児童の作業風景（のこぎりびき） 図 6-7 児童の作業風景（スタンドの取り付け） 

































図 6-8 児童の作品例（表面） 図 6-9 児童の作品例（裏面） 

































表 6-2 ものづくりに対する意識 


























表 6-3 自分で作りたいもののイメージ 











**p< 0.01  *p <0.05
0.21
  t (32)=0.24
t (32)=2.97 **
  t (32)=2.24 *













くみがわかるようになるもの。   t (32)=1.10
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図 7-1 写真立て（製作見本） 
図 7-2 写真立ての主要材料 




























授業の展開は次の通りである。授業は実践校の図画工作科の 2 単位時間（1 単位時間 40
分で行った。） 
-第 1時- 
導 入  ①身の周りにどんな材料がある？ 
     ②それらを加工する道具って？ 
展 開  ③いろんな材料を使って，道具をじょうずに使い分けて「かわいい写真立て」
をつくろう！ 
     ④今回使う材料について 
     ⑤それらを加工する道具について 
     ⑥その他（今回使用しない）材料の加工体験 
     ⑦製作の準備 
     ⑧ベースの加工（けがき，のこぎりびき，研磨） 
-第 2時- 
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     ⑨ペット樹脂板の加工 
     ⑩アルミ線の加工 
     ⑪ベースへのアルミ線の取り付け 
まとめ  ⑫製作体験したことの交流 
     ⑬材料の使い分けについて 
2.3 実践の対象 

























































図 7-3 質問紙（事前調査） 
図 7-4 質問紙（事後調査，表面） 図 7-5 質問紙（事後調査，裏面） 
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図 7-6 児童の作業風景（けがき） 
図 7-6 けがき 図 7-7 のこぎりびき 
図 7-8 ペット樹脂板の切断 図 7-9 ペット樹脂板の切断 

































図 7-10 アルミ線の成形 
図 7-11 児童の作品例 図 7-12 児童の作品例 

































表 7-2 自分で作りたいもののイメージ 
項目 事前 事後 差   ｔ検定
平均 3.24 3.55 0.32
ＳＤ 0.74 0.59 0.84
平均 3.42 3.58 0.16
ＳＤ 0.85 0.75 0.82
平均 3.11 3.61 0.50
ＳＤ 1.02 0.63 0.92
平均 2.55 3.05 0.50
ＳＤ 1.12 0.97 0.92
平均 2.66 2.76 0.11
ＳＤ 0.95 0.84 0.92
 * p <0.05 ** p <0.01
作ったものが自分以外の他の人の生活に直接，役立てられ
るもの。 t  (38) =3.34**
作ることで，身の回りにある技術や製品のしくみがわかる
ようになるもの。      t  (38) =0.70
形や色などを自分の思い通りにつくるもの。       t  (38) =2.31  *
機能（はたらき）や構造（しくみ）などが本格的で，完成
度の高いもの。       t  (38) =1.18
作ったものが自分の生活に直接，役立てられるもの。       t (38) =3.34**

































表 7-3 ものづくりに対する意識 
項目 事前 事後 差 ｔ検定
平均 3.63 3.55 0.08
ＳＤ 0.62 0.50 0.67
平均 3.71 3.82 0.11
ＳＤ 0.45 0.45 0.45
平均 3.37 3.47 0.11
ＳＤ 0.81 0.64 0.98
平均 3.63 3.55 0.08
ＳＤ 0.67 0.75 0.59
何かものをつくる時は，つくるものの機能（はたらき）や
構造（しくみ）などを考えることは大切だと思いますか?       t  (38) =0.72
何かものをつくる時は，ていねいに正確につくることが大




      t  (38) =0.66
何かものをつくる時は，ねばり強く，失敗してもあきらめ
ない心が大切だと思いますか?       t  (38) =0.83
表 7-4 道具や材料に対する意識 
項目 事前 事後 差 ｔ検定
平均 2.63 2.92 0.29
ＳＤ 1.06 0.77 0.98
平均 2.50 3.03 0.53
ＳＤ 0.99 0.81 0.89
平均 3.61 3.61 0.00
ＳＤ 0.59 0.59 0.62
平均 3.66 3.71 0.05
ＳＤ 0.53 0.56 0.57
 ** p <0.01
用途や目的によって材料を使い分けることは大切だと思い
ますか？       t  (38) =0.00
材料の種類や性質によって道具を使い分けることが大切だ
と思いますか？       t  (38) =0.57
身の回りの製品がどんな材料で作られているか興味があり
ますか？       t  (38) =1.81
身の回りの製品​をつくるためのいろん​な道具について興味
がありますか？       t  (38) =3.64**
表 7-5 自由記述のコメント例 
カテゴリ コメント例 頻度 割合
材料体験への振り返り いろいろな材料があるんだと思った。 26 68.4%
授業に対する肯定的な印象
 良い経験をした。また参加したい。 25 65.8%
道具体験への振り返り
 道具はなぜ種類が多いかわかってよかった。 24 63.2%
探究心の芽生え 金属用のはさみとふつうのはさみのちがいは何か。 14 36.8%
完成の驚き 考えるところから始めて今日中にできると思っていなかった。 12 31.6%
工夫創造の喜び 形状に悩んだが，決まってからは楽しくなって，思い通りのものができた。 11 28.9%
製作物への愛着 家でどんどん使いたい。 3 7.9%
中学校技術科の学習への期待
 中学校でも違う材料を使いたい。 2 5.3%
社会における技術への興味関心 身の回りの製品は作るのに手間がかかっている。 2 5.3%




示すコメントが 28.9％見られた。  
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2.2 題材の展開計画（全 4 単位時間） 
-第 1，2時- 
導 入  ①設計って何？設計のしかたを知ろう！ 
     ②身の回りの問題を考えよう（自分の勉強机を整理する必要はないか。） 
     ③ものづくりによって解決しよう！ 
     ④ものをつくるときに必要なこと（設計とデザインプロセス）。 
展 開  ⑤今回使う材料について（ダンボールについて）。 
     ⑥ダンボールの使用例を調べよう。（タブレット型コンピュータ（以下，タブレ
ット）を用いた調べ学習）。 
     ⑦機能性を考えながら小物入れを設計し，ボール紙を用いて試作品をつくる。 
     ⑧試作品を交流する。 
-第 3，4時- 
図 8-1 児童に提示したデザインプロセス 
浅田ら（2010）を参考に作成 
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     ⑨必要に応じて設計に修正を加え，ダンボールで作品を製作する。 
まとめ  ⑩作品交流・ふりかえり。 
2.3 実践の対象 













事後調査項目は，第 6章，第 7章と同じ 11項目及び，第 7章で用いた 7項目と本章の事














































図 8-2 質問紙（事前調査） 
「ものづくり」 についてのアンケート（事前調査） ５年   組   男子・女子 （どちらかに○印）   
※これは成績とはまったく関係ありません。思ったとおりに答えてください。 名前                        
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④ ③ ② ①
図 8-3 質問紙（事後調査，表面） 
「ものづくり」 についてのアンケート（事後調査） 5年   組   男子・女子 （どちらかに○印）   
※これは成績とはまったく関係ありません。思ったとおりに答えてください。名前                       
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表 8-1 ものづくりに関する既有経験の状況 





5年 伝説の蝶 プラダンボール，寸切ボルト，アルミ線 糸のこ盤，ペンチ
4年
3年









































































































机の上の文房具がちらかっている！ （     ）を使って文房具を整理するものをつくるぞ！ 

































図 8-6 タブレットを用いた調査と設計プランの描画 
図 8-7 ボール紙による試作 
図 8-8 試作品の交流 

































図 8-9 本設計の例 
  

































図 8-10 ダンボールによる製作 

































図 8-11 児童の作品例 

































表 8-2 自分で作りたいもののイメージ 
項目 事前 事後 差   ｔ検定
平均 3.47 3.52 0.06
ＳＤ 0.61 0.66 0.73
平均 3.34 3.44 0.10
ＳＤ 0.79 0.73 0.77
平均 3.36 3.57 0.21
ＳＤ 0.77 0.70 0.84
平均 2.90 3.33 0.43
ＳＤ 0.89 0.79 0.98
平均 2.91 3.13 0.22
ＳＤ 0.89 0.75 1.00
 * p <0.05 ** p <0.01
作ったものが自分以外の他の人の生活に直接，役立てられるもの。 t  (86) =4.09**
作ることで，身の回りにある技術や製品のしくみがわかるようにな
るもの。      t  (86) =2.05*
形や色などを自分の思い通りにつくるもの。       t  (86) =0.74
機能（はたらき）や構造（しくみ）などが本格的で，完成度の高い
もの。       t  (86) =1.26
作ったものが自分の生活に直接，役立てられるもの。       t (86) =2.31*
表 8-3 ものづくりに対する意識 
項目 事前 事後 差 ｔ検定
平均 3.59 3.57 0.02
ＳＤ 0.60 0.66 0.81
平均 3.60 3.69 0.08
ＳＤ 0.64 0.66 0.77
平均 3.44 3.55 0.10
ＳＤ 0.70 0.61 0.72
平均 3.67 3.65 0.02
ＳＤ 0.66 0.57 0.65
何かものをつくる時は，ていねいに正確につくることが大切だと思
いますか?       t  (86) =0.98
何かものをつくる時は，材料や道具，加工方法（つくり方）につい
ての知識や技能を身につけることは大切だと思いますか?       t  (86) =1.35
何かものをつくる時は，ねばり強く，失敗してもあきらめない心が
大切だと思いますか?       t  (86) =0.33
何かものをつくる時は，つくるものの機能（はたらき）や構造（し
くみ）などを考えることは大切だと思いますか?       t  (86) =0.27
表 8-4 設計に対する意識 
項目 事前 事後 差 ｔ検定
平均 3.09 3.38 0.29
ＳＤ 0.81 0.71 0.85
平均 3.05 3.34 0.29
ＳＤ 0.80 0.71 0.87
平均 3.55 3.60 0.06
ＳＤ 0.68 0.64 0.82
平均 3.30 3.62 0.31
ＳＤ 0.81 0.58 0.83
 ** p <0.01
何かものをつくるときにアイデアをしぼって，きちんと設計図をか
くことは大切だと思いますか       t  (86) =3.51**
身の回りの製品がどんなふうに設計されているか興味があります
か？       t  (86) =3.16**
何かものをつくることで，身の回りの問題を自分で解決したいと思
いますか？       t  (86) =3.11**
何かものをつくるときにいろいろ調べて，いろんなアイデアをひろ
げることは大切だと思いますか？       t  (86) =0.66

































表 8-5 自由記述（授業の感想）のコメント例 
カテゴリ 頻度 割合
 ものづくりへの好感，興味・関心・意欲 57 46.0%
 作品に機能性を付加する喜び 22 17.7%
 ものづくりの奥深さ・難しさへの気づき 22 17.7%
 工夫したことへの感動 21 16.9%
 その他 2 1.6%
 合計 124 100.0%
表 8-6 自由記述（設計について）のコメント例 
カテゴリ 頻度 割合
 設計の有効性・重要性の気づき 34 50.7%
 設計の難しさ・奥深さ 24 35.8%
 設計の楽しさ 4 6.0%
 既製品の構造・工夫への理解 3 4.5%
 他教科との関連 2 3.0%
 合計 67 100.0%
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理し，研究のアプローチを策定した。そして，第 2章では，小 5～中 3の児童・生徒のもの
づくりに対する意識の推移とものづくり学習におけるレディネスを探索的に検討し，把握
した。第 3章では，生徒のレディネスとしての初期構想力を初期構想スケッチ課題を用いて


















































した。具体的には，①ITEA/ITEEA の STL の概念と我が国の学習指導要領における図工科と
技術科の目標，内容を照らし合わせる，②幼児，児童に関わる教員を対象とした意識調査を
実施し，彼らの捉えている技術的な学習活動の特徴を把握することにより，小中連携を意図
したものづくり学習における学習活動を評価するフレームワークを構成した。   
































 第 8章では， 第 5章で提案した 3つのタイプの題材のうち，題材 Type3をアクションリ






























設計・製作意欲を高めるには，小 5では道具興味，小 6では材料興味，中 2では工夫志向が
影響しており，そこにはものづくり学習における情意面での学習適時性が存在することが
推察された。この知見を基に，小中学校におけるものづくり学習の学習適時性を踏まえた指
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